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さんぽ会（産業保健研究会）Monthly Report

月例会ダイジェスト【104】

ɹ��月の月ྫձは「ਭʙ࠷৽トϨンυと産業อ健で
今求められること」と題し、ϋΠϒϦッυで։࠵。ίー
σΟωーλーはԞଜ๕ࢯ߂ʢ᷂"$$&-4UBSTʣ、小ྛࢯ໌
ʢॅ༑事᷂ʣ、∁Ոࢯʢ౦ٸ不動産᷂、᷂スϙーπΦ
アγスʣの໊̏が୲した。
ɹ࠷ॳに൧ా༔༞ࢯʢ᷂"$$&-4UBSTʣが「ਭにかかる
ԋをߨ調ج、用事ྫ」というテーマで׆৽トϨンυと࠷
、の����年σーλでࠃは、0&$%調ࠪ対ࢯった。൧ాߦ
日本人のฏۉਭؒ࣌はϫースト̍Ґͩったことをఏࣔ。
さらに連ଓ的にѱ化向で͋ることもࣔした。
ɹଓいてਭが人々の健康や、生׆に༩えるӨڹをϝン
λϧϔϧスや࣬ප、ύϑΥーマンス、生׆श׳などさま
͟まな؍点から解આした。ྫえਭ不足がଓくとײ
の੍ޚがऑくなり、不安やΠϥΠϥなどのωΨテΟϒア
ϑェクトがग़やすくなる、事においてもҿञとಉఔ
のύϑΥーマンスԼや、事ނ発生のϦスクがىきやす
くなるといったӨڹが͋ることをઆ໌した。一方、ྑ࣭
なਭがもたらすӨڹとしては、さま͟まな࣬ױの発
ϦスクがԼがる、ӡ動や৯事੍ݶをしなくてもମॏݮ
গに一ఆのޮՌが見られるというڀݚใࠂをྫࣔした。
ɹ൧ాࢯは、ް生࿑ಇলによる『健康ͮくりのためのਭ
ΨΠυ����』では、࠷でも６ؒ࣌のਭをਪして
いることを話した上で「くないのにແ理にஂのதに
いることはない。ॏ要なのは、ஂにいたؒ࣌ではなく
で͋り、ਭྔの֬อとくなるようؒ࣌にれたࡍ࣮
なが大」と解આ。本人が֮ࣗしている“りがઙ
い”ؒ࣌をۃ力くすることがϙΠントで͋ることをड़
、ਭվળの5*14をいくつかհした。
ɹ࠷後に൧ాࢯは「人ؒのࣗମは࣌࢝ݪと͋まり変
わらない。の組Έを考えながら、ਭのϝΧニズϜ
に着目してվળに取り組Ήといいのではないか」と૯ׅ
し、発表をऴえた。
ɹ࣍にޱݪರࢯʢ一ࣾɾ日本ਭڠձʣが「一般ࣾஂ法
人日本ਭڠձʢ+4-&&1ʣの取り組Έ」をհした。
ɹ「ਭ課題が͋ってもࣗݾೝࣝできない人は一ఆఔい
る。さらにೝࣝしていても、Պֶ的ࠜڌにͮجかない対
をࣔし、ਭײػةはࢯޱݪをするέースも多い」とࡦ
にؔするՊֶ的ࠜڌのఏࣔやใ発৴、ීܒٴ発、ࡦࢪ
ਪਐ、ࡦఏݴなどಉڠձのϛッγϣンを挙げた。
ɹさらに「生׆श׳පとਭ」「ࢠどもの健康とਭ」「ঁ

ੑの健康とਭ」の̏でษ強ձを࣮ࢪしていること
もհ。ࢠどもについてはษ強や෦ͩ׆けでなく、スマー
トϑΥンやήーϜに಄して৸るؒ࣌がগなくなってい
ることや、ঁੑはࣾձਐग़にՃえ、育ࣇやհ護などが
うとஉੑよりਭؒ࣌がগなくなるという現状をࢦఠ。
ዧしةと「の課題ͩۓ٤、どもとঁੑのਭ不足はࢠ」
た。そして「ձのਭ医ྍのڀݚ者たͪも『産業อ健
職の方々から現場のお話をい、ڀݚ成Ռのࣾձ࣮に
立てたい』と話している」と、産業อ健職の׆動ࢀՃ
をݺͼかけた。
ɹ࠷後に登ஃした小ྛࢯは「ਭとߢޱ『தのϋΪγ
Ϧ』『৸るલにうࣃຏࡎ』」と題しब৸લのߢޱέアに
ついて、話題ఏڙをߦった。
ɹまͣब৸தに発生するࣃの健康Ϧスクとして「ਭ࣌
ϒϥΩγズϜʢ͗ࣃしりʣ」を挙げ「ࣃのຎやഁࠜࣃ
ં、ےのർ࿑ʢޱが։かないʣ、ֺؔઅにつながる
全になくすこしりを͗ࣃれが͋る」と解આ。しかしڪ
とは難しく、͗ࣃしりが発生するϦスクҼࢠをݮらす対
応になること、特にマスϐースでࣃのຎやഁંを
͙対ॲྍ法が༗ޮで͋ることをઆ໌した。
ɹ࣍に話題を「ࣃຏき」にҠした。ࣃの表面に着して
いるەࡉがब৸தに૿৩することを͙、ϑッ化でࣃ
を強化してࣃを͙という理༝で「৸るલのࣃຏきは
特にॏ要」と強調した。そして「����QQNҎ上のϑッ
化が配合されているࣃຏࡎをう」「ϑッ化をࣃに
ཹさせるため、ࣃຏきの͋とは“Ώすがない”」などϙΠ
ントをఏࣔし、ࣗがਪする発๒ɾʢແʣݚຏの
。をհしたࡎຏࣃ
ɹトークセッγϣンでは「ࢠどもの৸かしつけや、ؒ
तೕでが࠶ೖできない」という話題に対し、ύωϦ
ストたͪが「Մ能なら৸かしつけのλΠϛングで一緒に
ೖする」ʢ൧ాࢯʣ「ࢠどもが͋るఔのظ࣌を過͗た
ら、ٽきのたͼにतೕする必要はないというใࠂも͋
る」ʢࢯޱݪʣとίϝントした。またਭとߢޱέアのϙ
Πントについて小ྛࢯは「৸るલのアϧίーϧ、Χϑェ
Πン、λόίは߇える」とまとめた。
ɹ࠷後にそれͧれのύωϦストが「今後もਭ問題のվ
ળに向けて׆動していきたい」とίϝントした͋と、
∁Ոࢯがγェークスϐアのりの໊ݴをհしてకめく
くった。職域でも、ਭのվળというॏ要な課題にܧଓ
して向き合うことが֬࠶ೝされた。
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